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大地の日 ・ 地球を食べる食堂 in ABU キャンプフィールド

　９月１５日（日）に阿武町奈古のＡＢＵキャンプフィールドにて、毎月恒例の「大地の日」を開催しまし

た。気温が３５℃を越えるような暑さの中でしたが、３連休の中日ということもありキャンプサイトはたく

さんのテントで賑わっていました。キャンプをしに来られていたお客さん達も会場に足を運んでいただき、

工作やゲームなどの体験を楽しんでいただけたようでした。

　今回は、講座「地球を食べる食堂」の今年度 2回目も実施しました。講師に阿武町地域プロジェクトマネ

ージャーをされている渡邊雅之シェフをお招きし、無角和牛を題材に大地と人のつながりをひも解きました。

無角和牛は広い平地が少ない阿武郡で、小さな火山の大家族「阿武火山群」という大地の特徴を活かしなが

ら発展した農業の現場で役牛として活躍していた牛です。そんな

この地域ならではの歴史や大地との関係を専門員が解説したのち、

渡邊シェフから料理人視点の無角和牛の魅力を伝えていただきま

した。無角和牛と地元で採れる食材を使った、家庭でも挑戦しや

すくアレンジもしやすいレシピをご紹介いただき、最後はお待ち

かねの実食タイム！一流シェフの技がつまった一皿に、感激の声

があちこちから。とても贅沢な時間になりました。



　長門市立仙崎小学校と通小学校の 4年生約 40名が社会科の授業の一環で萩に来てくれました。担当の先生
が、以前萩市の学校に勤務されていたときに萩ジオパークの体験をご利用いただいたそうで、長門の学校でも
ぜひ、とのことでご依頼をいただきました。
　萩の城下町をジオパーク目線で歩いて、萩の人たちのまち
づくりを学びたいということで、専門員とジオガイドさんと
で手分けして、低い土地を利用した明倫館、砂丘を利用した
城下町を見てもらい、阿武川という氾濫をくり返す川とつき
合うまちづくりの知恵を知っていただきました。長門に戻っ
て自分の町を歩くときの視点が、少しでも変わっていたら嬉
しいなと思います。

9 月 19 日：仙崎小学校、 通小学校

　萩市立萩東中学校の 1年生 30名が笠山・越ヶ浜まで来てくれました。ふるさと学習の時間で笠山周辺を題
材に選んだ生徒達が現地で活動されるサポートを、ということで毎年ご依頼をいただいています。例年は山頂
で火山実験をするだけでしたが、担当の先生や笠山ジオの会の皆
さんと打合せを重ね、新たな試みとして麓の漁師町の暮らしに触
れてもらう体験も実施しました。まちの中で撮られた 6つの写真
を、地図を見ながら自分たちで探し回るプログラムです。漁師町
特有の迷路のような町並みを味わってもらいました。生徒達は偶
然出会った地元の方々に道を尋ねたり、中には漁業や生活の話を
聞いてメモをとる子もいて、充実した探求の時間を過ごしている
ようでした。

9 月 25 日：萩東中学校

　１年生が総合的な学習の時間で取り組んでいるふるさと学習。毎年、地域のジオガイドさんに講師をお願い
して須佐、弥富地域を巡っています。今年は、午前中に須佐畳岩のしましまの崖、高山の磁石石、午後は、龍
が通った道。しましまの崖はどのようにしてできたのか、伊良
尾山の噴火がどのようものだったのかを実験で確かめたり、弥
富の水とヨーロッパの水で出したお茶を飲み比べたりなど盛り
だくさんの内容でした。生徒達は、ガイドさんのお話にしっか
りと耳を傾け、メモをとったり、質問したり、積極的に活動し
ていました。定番の実験や体験活動を通して、大地と人のつな
がりに目を向けて、ふるさとの魅力を再発見しました。

９月２６日：須佐中学校１年生のふるさと探訪でジオガイドさん奮闘！



　山口大学理学部地球圏システム科学科では３年次に野外実習を行い、
地質調査の基本を身につけます。今年度の実習地は須佐高山で、春と秋
にそれぞれ１週間、現地に泊まり込んで調査研究を行いました。秋の調
査初日である９月１６日（月祝）の午後、須佐公民館講座室において、
３年生２４名が自分たちの行っている地質調査について、３月の調査状
況とそこから導き出された研究結果を説明しました。須佐地域内外から
話を聞きに訪れた方々に、５つの実習班ごとに実物や地図を用い、顕微
鏡写真などを示して説明し、質問にも丁寧に答えていました。

　約 420年前、萩の地に毛利のお殿様がやってきたことで、萩には城が
築かれました。秋の一日、萩城周辺を散策したのち、お殿様も眺めた海を
見ながら、萩焼のお茶碗で、自分でお茶を点てていただきます。自然の中
でホッと一息、大地と人とのつながりを体感してみましょう！
　　　　【日　時】10月 27日（日）　13:30～15:00　【集　合】指月第一駐車場
【参加費】大人 1,500 円　子供（中学生以下）1,000 円
【主　催】萩ジオツーリズム協会
【申　込】申込みフォーム（24時間可）電話 (0838-21-7765)、メール（geo@city.hagi.lg.jp）

9 月 16 日：「大学生が須佐の地質を調べています」 報告会

萩ジオアカデミーを開催します
第一線で活躍されている研究者を講師にお招きして、地球の活動や大地の成り立ちを学ぶ
講座「萩ジオアカデミー」を今年も開催します。今回は、地理学がご専門の楮原京子先生
（山口大学・准教授）をお招きして、地形に着目した “町歩き” の極意を実践的に学びます。
町歩きがひと味もふた味も楽しくなり、防災にも、町の発展にも役立つ大切な視点を身に
つけましょう。
　　　　《開催日・集合場所》入門編と実践編の２日間の開催です。
★第 1回：入門編（山口の町並み）
【日　時】11 月 16 日（土）10:30 ～ 16:00【集　合】山口井筒屋 2階「コトサイト」
※萩からご参加の方は萩市役所発着でマイクロバスをご利用いただけます（萩市役所 9時集合）。
※車でお越しの場合は最寄りの駐車場をご利用ください。
★第 2回：実践編（佐々並の町並み）
【日　時】11 月 30 日（土）11:00 ～ 15:30【集　合】佐々並公民館
　　　　　《内　容》
【行　程】事前学習（座学）60 分／町歩き実習 120 分／ふり返り・まとめ 50 分（昼食は各自）
【参加費】1,000 円（資料代等）【定員】30 名（先着）
　　　　　《お申込み》
【方　法】申込みフォーム（24 時間可）またはお電話（0838-21-7765、平日 9-17 時のみ）
【期　間】申込みフォーム：10 月 18 日（金）17:00 ～ 11 月 7 日（木）17:00
　　　　　お電話：10 月 21 日（月）9:00 ～ 11 月 7 日（木）17:00
【注　意】●２回ともご参加いただける方を優先させていただきます。●各回最大４㎞程の距離を歩きます。健康
　　　　　状態のすぐれない方は参加をお控えください。

地球目線で歩く萩城跡の裏道散歩
〜五感で大地を感じるお茶会〜



わっきー教授のジオ・ワールド　⑤ ナミブ砂漠（ナミビア）　

1 0月の予定
○第２４回そばの花まつり　10月６日（日）9：30～14：00　場所：弥冨小学校　内容：弥富の十割そばをはじめとする物産販
　売や弥富龍神太鼓などのステージアトラクション、体験やゲームコーナー。　主催・問い合わせ：弥冨むらおこし会 (弥冨公民
　館:08387-8-2044)
●笠山山頂展望台『鳶ノ巣』で夕日を見よう　10月11日（金）～13日（日）　場所：笠山山頂展望台「鳶ノ巣」　内容
　カフェ・展示休憩室の営業時間を18時まで延長。詳しくはウェブページをご覧ください。　主催・問い合わせ：萩ジ
　オパーク推進協議会（0838-21-7765）
○貸切列車で行く！珍魚・怪魚リサーチツアー in 萩・江崎　10月14日（月・祝）9：45～16：15　集合場所：萩駅舎　内容：鉄
　道の日にJR山陰本線に乗車し、列車の旅の楽しみつつ、江崎漁港で港に上がったサメや深海魚をリサーチするツアー。　
　定員：50名　参加費：大人3,800円、子ども（小学生以下）2,700円　詳しくは萩市観光協会HP　主催・申込：萩市観光協会
　(0838-25-1750)
○案内人と紐解く蔵目喜鉱山探索ツアー～鉱山と人々が紡いだ蔵目喜繁栄の歴史と遺構～（山口市民および山口市内に勤務する
　方に限る）　10月16日(水)11:30～16:00　集合場所:三谷ふれあいセンターグラウンド　内容:山口市阿東蔵目喜鉱山跡や
　常徳寺庭園を散策。　参加費:4,000円　詳しくは山口市HP　主催・申込:阿東総合支所地域振興課(083-956-0117)
○geoとも (萩ジオ友の会)定例会　10月19日 (土) 9：00～16:00　集合場所：中央公園　内容：現地探訪「徳佐盆地縦走」　
　主催・問い合わせ：geoとも 桂 (0838-21-7173)、中西 (080-8747-9383)
○きららアウトドアフェス　10月19日（土）・20日（日）10：00～16：00　場所：山口きらら博記念公園大芝生広場　内容：山口
　県のアウトドアの魅力を満載した特別な体験（アクティビティや野外食、キャンプ等）を提供。　主催：（一社）山口県観光連盟
　問い合わせ：きららアウトドアフェス事務局（080-8987-0096）
●萩ジオパーク「大地の日」　10月20日（日)　10：00～14：00　場所：山口市三谷ふれあいセンター　内容：野外
　でのアウトドア体験や、室内での実験や工作体験　主催：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）
○ハロウィンたまち＆結まつり　10月26日（土）11：00～16：00　場所：萩市田町商店街・萩市市民活動センター結　内容
　市民活動団体を中心にステージ発表や展示、作品発表や販売、体験を提供。　主催・問い合わせ：萩市市民活動センター結 
　(0838-24-0161)
○地球目線で歩く萩城跡の裏道散歩　10月27日（日）13：30～15：00　集合場所：指月第一駐車場　内容：萩まちじゅう博覧
　会プログラム。３ページ参照。　主催：萩ジオツーリズム協会

ナミビアの位置（外務省HP）

世界最古のナミブ砂漠 　　（わっきー撮影）

　アフリカ西部のナミビア共和国は、アフリカ南西部に位置していて、日本
の倍ほどの広さがあります。ナミビア西部のナミブ砂漠は、約 8000万年前
に形成された世界最古の砂漠と言われています。ナミブとは、現地の言葉で、
「何もない」という意味らしいですが、何もないどころか、世界でも数少ない、素晴
らしい景色が広がっています。アフリカの西側に広がる大西洋を北上するベ
ンゲラ海流の影響で出来ました。川から流れ出た砂が海岸の強風で陸側に押
し返されて、砂丘が形成されています。オレンジ色の砂丘がどこまでも広が
っていて、日本とは全く違った風景を見ることができます。砂山に登るのは
大変ですが、砂と一緒に走って降りるのは、真に爽
快な気分でした。爽快といっても、めちゃくちゃ暑
いです。暑いのに汗をかかない。だから、一日 2～
3リットルの水を飲まないと生きていけません。死
の沼地といわれるデッドフレイは、500年ほど前に
干上がっていて、水がありません。ここで暮らす動
物たちはどうやって生きているのでしょう？


